
The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

地 質学 論集 　第13号　299 −311ペ ージ 　旦976年 12月

丹 沢 山 地 の グ リ
ー ン タ フ に 関 す る 研 究

（そ の 3 ）南 西 部地 域の層序 と構造
“1

丹 沢団体研究 グ ル ー デ
2

1 ．ま え が き

　丹沢山 地 に 広 く分布す る グ リーン タ フ は ， 層厚が著

し く厚 い こ と， 塩基性 の 火山岩類が 主体を 占め る こ と，

そ の 基底部が結晶片岩化 し て い る こ と，大規模 な 深 成

岩類 が 迸 入 し て い る こ と， 中生代の 造山帯 （四 万 十 造

山帯）上 に 発達 して い る こ と等の 点で，他 の 地 域 の グ

リー
ン タ フ と著 し く異な っ た 性格を有 し て い る．

　 こ の よ うな ，
い わゆ る 地 向斜 ・造山帯的性格を強 く

もつ 丹沢山地 の 地 質構造発達史を 明 らか に す る こ と

は ，グ リ
ー

ン タ フ 地域 と して の 特殊性 の 要因 を 解明す

る とともに ，造 山運動
一

般 の 法則性 を 解明す る 上 に も

重要 な意義を もつ もの で あ る．

　著者 らは ，
こ の よ うな観点 か ら丹沢山地 の 調査 に 取

組 み，こ れ ま で に ，北部地域 （丹沢団体研究 グ ル ープ
，

1973） お よ び 南部結晶片岩地域 （丹沢団体研究グ ル ー

プ
，

1975） の 地質 を 明 らか に して きた．

　今回 は ，こ れ らに 引続 ぎ，丹沢山地南西部 に あ た る

静岡県駿東郡小 山町北方地域 （第 1 図） を調査 し た の

で，そ の 層序 と構造を報告す る，

　本調査地域 に 関 し て は ，
こ れ まで に

， 加藤 （1910），
津屋 （1942），

KuNO ，　H ．（1951），松島 ・ 今永 （1968），

町 田 ・松島 ・今永 （1975）な ど の 研究 が あ る が， こ れ

ら は い ずれ も丹沢 グ リー
ン タ フ 造 山運動末期 の い わゆ

る モ ラ ッ セ 相 を代表す る礫岩
’S

」P ， そ れ 以 後の 地層お よ

び地殻変動を対象 と し た もの で，グ リー
ン タ フ そ の も

の に つ い て は ほ と ん ど知 られ て い な か っ た．ま た ， 本

＊ 1 一部 は 地 質学会第 83年学 術大 会に て 講演 ．
＊ 2 竹越 　智 （埼玉県 立豊 岡高校 ），赤松 　陽 （東 京 都立 綾瀬 ろ う学 校），
　 山 田誠

一一
（東京 ・駒場 東邦中学 ），杉山 　明 （東京教育 大学），清 水

　 正 明 （東京教 育大学 ），木元 好
一一・

（東京 ・駒場 東 邦高校 ），佐 瀬和 義

　 　 （東京都立北 園 高校 ），石橋晃睦，久津 間文隆，桂 雄三，石 垣 忍

　 　 （以上 ，東京 教育大 学），本 間岳 史 （新 潟大学 ），上 野
一

夫 （神奈 川

　 県 立三 ツ 覧養 護学校 ），滝 田 良 基 （京都 大学），久家直 之 （東 京教 育

　 大学 ），川 畑昭光 （日本大学），関根 勇蔵 （千 葉県 立浦 安高校 ），藤 井

　 克 治 （東 京教 育大学 ）

串 3 後述す る 足柄 層群の こ と で ，従来丹 沢 造 山 運動 の モ ラ ッ セ 相 と され

　 て い た が ，著者 らは こ れ に 対 し て 現在 疑問 を抱 い て い る．

調査地域 は ， 前 回 調査地域の 結晶片岩帯 の 南西延長部

に 当り，結晶片岩類の 成 因や，大規模 な 逆転構造 の 成

因 を一・
層明確 に す る う え で も重要な地域 で あ る．

II．地質概説

　 本調査地域 に 分布す る地 層は ， い わ ゆ る神繩逆断層

を境 と し て 大 きく南北に 二 分され る ，こ の うち ，南側

に 分布する地 層 に 関 して は ， 前述の よ うに，す で に い

くつ か の 報告 があ る の で，著者ら は 北側に 重点を お い

て 調 査 を 行 な っ た ．

　神繩逆断層 の 北側 に は
， 各種 の 火山砕屑岩と溶岩が

分布 し，そ の
一

都 は 結晶 片 岩化 し て い る ．こ れ ら は
，

最上部層を 除い て，岩質の 相 異 か ら 3累層に 区分す る

こ と がで き，各 々 は 前回調査地域 （丹沢 団体研究 グ ル ー

プ
，

1975）の 玄倉 （くろ くら）累層，世 附 （よつ く）

累層，平山累層 （
．
ド位 よ り） に

一
致す る の で，本調査

地域 で も同 じ累層 名 を使用 す る．

　玄倉累層は，本地域 で は ，玄武岩質 お よ び安山岩質

の 火山砕屑岩 と溶岩 か ら な り ， 前者 は し ば し ば 泥質 で

あ る．本累層の 大部分に は層面片理 が 発達す る．北方

に 迸入 する 石英閃緑岩 に よ り，幅 100〜150m に わ た っ

て 接触変成作用 を うけて い る． ド限が石 英閃緑岩体に

切 られ て い る た め に ，真 の 層厚 は 不 明 で あ る が ，550m
以上 で あ る．

　世附累層は，本地域 で は ， 安 山岩質〜石英安山岩質

の 火山砕屑岩を主体 と す る が，下 部に は 細粒 〜粗粒凝

灰岩 の 互層が発達し，上部 に は 溶岩 と凝灰角礫岩が発

達する．本累層の 下部 は ， 地域 に よ り結晶片岩化 し て

い る が
， 片理 の 発達は 玄倉累層ほ ど顕著 で は ない ．層

厚 は 約 1
，600m で ある。

　平 山累層は ，本地域で は ，玄武岩質〜安 山 岩質の 火

山砕屑岩 と溶岩 か ら成 り ， 前者は 下部に ，後者 は 上部

に 発達す る．また ， 一ヒ部ほ ど安山岩質の もの が 発達す

る ．上 限 は 断 層 に 切 ら れ て 不 明 で あ る が
， 層 厚は

2，000　m 以上 で ある．

　本地域の グ リ
ー

ン タ フ の 最上位層は ， 細粒凝 灰 岩 と
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　　　　　 第 2 図 （B ）　 丹沢山地南西部地質断面図

粗粒 凝灰岩の 互層を主体と し ， しば し ば泥質岩 を 夾在

する成層構造の 顕 著な白倉沢層 （新称） で あ る，

　玄倉累層〜平 山累層 ま で は 整合で 重 な り，地層 の 走

向 は ほ ぼ NE − SW を示 す．傾斜は 東部地域 を除 い て

北傾 斜 で あ る が，堆積構造 か ら ， 南側 の 地層が上 位 に

あた る逆転構造で ある こ とが確認された．東 部 の 南傾

斜の 地 域 で は 南 1−1位 で あ る ．

　自倉沢層 は ド位 の 平山 ， 世附両累層 と断層 で 接 し ，

全 体 と し て NWW − SEE 方向 の 軸 を有す る向斜構造

を示 す．向斜の 北翼 で 断層 と接す る部分 で は ， 地層 が

逆転 し て い る こ と が堆積構造 か ら確認 さ れ た．

　神繩逆断層 の 南側 に は，平林 （1898） に よ り，足柄

層 と名付け ら れ た ， 礫岩を主体 と し，砂岩お よ び 泥岩

を爽在す る砕屑岩層が分布す る．本層群 は，走向ほ ぼ

N30
°
E ， 傾 ，十9　30

’〜 80
’
N の 単斜構造 を示 し

，
西 方ほ

ど傾斜が大 で あ る．

　さらに
， 神奈 川 一静岡県境付近 か ら西方に は ，足柄

層群 と平 山累層 の
一
部 お よ び 白倉沢層を 不整合 に お

お っ て ，厚さ 100〜150m の 礫層を主体 と し た 河成層が

ほ ぼ水平 に 分布す る．大塚 ・望 月 （1932） は
，

こ れ を

駿河礫層 と名付け ， 津屋 （1942）は ，湯船層と称 した ．

　以 上 の 諸累層 の す べ て を 不 整合に お お っ て
， 本地域

の 全体 に わ た っ て ，厚い 富士 火山噴出物が分布す る．

HI．地質各論

　　　　　　　　　 A ．層　序

　本地 域 の 玄倉 ， 世附，平 山 の 3 累層 は，岩相 に よ り，

各 々 さ ら に い くつ か の 部層 に 細分さ れ る が， それらの

部層区分 も，前 回 の 調査地域 の もの に
一
致す る こ とか

ら， そ の 名称を使用する．

　白倉沢層 は ， 北 ，東 t．南 の 三 方を 断層で 区切 られ て

い る た め，他 の 累層と の 直接 の 層序関 係 は不 明 で あ る

が，平山累層以 下に は ，
こ れ と類似 し た岩相 を 示す も

の が見 ら れな い こ と，変質が他の 累層に 較 べ て 著 し く

弱 い こ と か ら ， 平 山累層 よ り上位 の 地層 で あ る と考え

られ る．

　以 ドに ，各 部 層 の 層厚，模 式地，層相 お よ び 上位層

との 層序関 係 を 述 べ る．

　 1．玄倉累層

　棚 沢凝灰 岩部層 （層厚）200m 以上 ，（模式地）土 沢

支流 日 向沢上流，（層相）安山岩質〜玄武岩質の 細粒

〜粗粒凝灰岩 の 互層を主体 と し，とぎに ，黒色泥質凝

灰岩 ， 灰色安 山 岩質凝 灰 岩 を 夾在す る．西 方 で は，斜

長石結晶片 に 富む粗粒結晶質凝灰岩が主 体と な る．全

般 に 片理 が よ く発達 し ， 凝灰岩中 の 礫 は 扁平化 し て い

る．（層序関係）下限は石英閃緑岩体に切られ て 不 明．

　権 現山火 山角礫岩部層 （層厚）350m ，（模式地）土

沢支 流三 ノ 沢下流， （層相）玄武岩質溶岩 お よ び 同質 火

砕岩類を主体 とす る．溶岩は一般に 均質，堅硬で あ る

が
， 部分的 に は 自破砕状構造 を示 す．火砕岩類 は 暗緑

色細粒凝 灰岩〜
粗粒凝 灰 岩か ら 成 る マ ト リ ッ ク ス 中

に
， 黄緑 色で 長 径 2    以下 の 紡錘形 ま た は レ ン ズ 状の

玄武岩礫を含む もの が 多い ．片理 は 全般的 に よ く発達

し，火砕岩類 の マ ト リ ッ ク ス 部分 は 千枚岩様 に な っ て

い る．（層序関係） 下位層 と は 整 合．

　 2．世附累 層

　寺 の 沢凝灰 岩部層 （層厚） 100m ，（模式地）明神峠

〜三 国峠間の 林道 ， （層相）淡緑色 の 安山岩質〜石英安

山岩質細粒凝 灰岩〜粗粒凝灰岩 の 互層 を主体 とす る．

互層 は 5 〜10　cm 間隔 の もの が 多く， 粗粒凝灰岩部分 の

割合が大ぎい ．互 層中に は級化構造が よ く発達し，細

粒凝 灰 岩 は 珪化 し て い る ．と き
r
に ，安 山 岩質岩 片 に 富

む火山礫凝灰岩〜凝灰角礫岩 が 夾在す る．片理 は 弱 い

が認め ら れ る．（層序関係）下位層 とは 整 合，

　荒井沢火 山礫凝灰岩部層 （層厚） 1，　SOO　m 以下，（模

式地）須川支 流黒岩沢，（層相）淡緑色〜淡青色 の 石 英

安 山岩質〜安 山岩質溶岩 お よ び 同質粗粒火砕岩を 主 体

と し ， 細粒凝灰岩〜粗粒凝 灰岩 の 互層が 爽在す る．溶

岩 は 自破砕構造を 示 し，淡緑色の マ ト リ ッ ク ス 中 に ，

平均径数   ，最大径 5   の 不規則 な形 の 石英安 山岩 お

よ び ア ミ グ ダ ル の 発達し た角閃 石安山岩の 礫 を 含む．

岩相 の 垂 直 お よ び 側方変化 が 激 し く，上 位層 ほ ど，ま

た，西方へ 行 くほ ど粗粒 に な る ．部分的 に 弱 い 片理 が

認 め られ る．（層序関係）下位層 とは 整合．
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　　　　　　　層　　　 層

　　　　　　　　　　　　　　　 第 3図 　 地 質 柱 状 図

A ，玄武岩〜安山岩質熔 岩　B ．「司　 C ．同 凝灰角礫岩　 D ．同 粗粒
〜

火 山礫凝灰岩　 E ，同 細粒凝 灰 ．
岩

F ．石英安山 岩質粗粒〜火山礫凝灰岩　G ．同 細粒凝灰 岩　H ．砂岩　 1 ．泥岩

1 ，世附川
…・の 沢　 2 ．世 附 JII　 1の 沢 820m よ り北 西流 す る 支沢　 3 ，黒 岩 沢 650m よ り NlOW 方 向 の 支沢

4 ．世附川四 の 沢　 5 ．明 神峠 か ら北東流 す る 沢 670m 　 6 ．世附川支流，1
’
i倉 の 頭 か ら北流 す る 支沢

7 ．奥町沢 610m よ り北西流す る支沢　 8 ．奥町沢　9 ．湯船沢 10 ，湯船沢 570m よ り 北 流 す る 支 沢

11．湯船沢 620m よ り北流す る支沢　 12．臼倉沢 500m よ り北西流す る沢　13．白倉沢
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第 1表 丹 沢 山 地 南西 部 の 層序お よび 岩相

11

累 層 部 層 層 　 厚 模 式 地 層　　 相　　 お 　　 よ　　 び 　　層 　　 序

　 ＊

駿
河
礫

層

100
〜150m

中 島石 切

場 生 土 の

沢

礫層、砂 層、粘 土 層 の 互 層 よ りな る 。礫 種 は 　火 山 岩 類 〉 石 英閃 緑 岩 〉 結 晶 片 岩類。礫 径 は

平 均 中 礫大、最 大 は 大 礫。マト リ ヅ ク ス は シ ル ト 、砂 。固 結 度、淘 汰 と もに 不 良。下 位層 と

は 不 整合。

足
柄
層

群

500m

　 以 上

山 市 場 以

南 の 河 内

川 河 床

溶 岩 お よ び 火砕 岩 類 と 石 英 閃 緑 岩 の 中 礫〜巨礫 （亜 円礫
〜

円 礫 ） よ り な る 礫 岩を 主 体 と し 、
砂 岩 と 泥 岩 の 互 層 を 夾在。固結 度 良 好。泥 岩 中 よ り貝化 石 を 多産 し 、まれ に 厚 さ15cm ほ どの

石 炭 層 を 夾 在 。下 位 層 と は 断 層 関 係 。

白

倉
沢
凝

灰
岩

層

800m
自 倉 沢

　 　 下 流

安 山 岩 質細 粒
〜

粗 粒凝 灰 岩お よ び そ の 互 層を 主 体 とす る が、しば し ば 泥質
一

砂 質 。石 英安 山

岩 質 の 白 色粗 粒凝 灰 岩 な い し 火 山 礫 凝 灰 岩が 夾 在。安 山 岩 質凝 灰 岩 は 明
一暗緑 色 を 呈 し、成

層 搆 造 が 発達 。葉 理 や 級 化 構 造 も 明 瞭。泥 質 部分 に は 時 に 貝 化 石 を 含 有。
一

鵬 こ は 、斜 長 石 の 斑 晶 の 顕 著 な 黒 色 の 安 山 岩 礫 を 含 む 凝 灰 角 礫 岩 や 火 山 礫 凝 灰 岩 が あ り 、
安 山 岩の 自破 砕 溶 岩 に 漸 移。西 方 ほ ど泥 質 岩 が 発 達。下 位 層 とは 断 層 関係 。

平

　
　
山

　

　
累

　
　
層

　 ＊ ＊

陸角

詣礫

火 岩

山 層

600m

　 以 上

白 倉 沢

　 　上 流

下 部は 、玄武 岩質
〜

安山 岩質 溶岩、火 山 角礫岩、凝 夙 角礫 岩 を 主 体 と し、火 山 礫 凝 灰 岩 を 夾

在。溶 峇 は 一
般 に 自 破 砕 状 を 呈 し 、マ ト リ ッ ク ス 中 に は 、斜 長 石 ・輝 石 の 結 鹸 片 を 多 量 に 含

有。礫 状 の 破 砕 片 は 、平 均 拳 大、最 大 径50cm。斜 長 石 ・輝 石 の 斑 晶 を 含 み 、マ ト リ ック ス と

同 質。し ば し ば ア ミ グ ダ ル が 発達。
上 部は 、安山 岩質溶 岩お よ び 同質の 火山礫凝 灰岩〜粗粒凝灰 岩 を 主 体 と し、や や 泥 質 の 細 粒

凝 灰 岩、珪 質 凝 灰 岩 の 互 層 が 夾 在 。 時に 石 英 安 山 岩質凝 灰 渚 ・石 灰 岩 レ ン ズ を 夾在。下 位層

とは 整 合。

炭礫

i磯
鴿

1000m
奥 の 沢

　 　 上 流

暗 青 緑 色 の 玄 武 岩 質 火 山礫 凝 灰 岩を 主 体 と し 、同質 溶燐 ・軽石 質 凝 灰 岩 ・泥 質 凝 灰 岩 を夾 在。
火 山 礫 凝 灰 岩 の マ ト リ ック ス は 青 緑 色 を 呈 し 、礫 は 2 〜3   の 淘 汰 の よ い 1琉赤色 ・

黒 色
・青

色 の 玄 武 岩
一安 山 岩 で 時 に 斑状。細 粒 凝 灰 岩 に は 成 層 構 造 が 発 達。上 邦の 凝 灰 角 礫 岩中 に は

花崗岩質 の 礫を 含む こ と が あ る 。下位層 とは 整合。

世

　
附
　
累

　
層

荒礫

井凝
沢 灰

火岩

山 層

1500

　 m （
一
｝

黒 岩沢

580m よ

り分 か れ

る 支 流

淡 緑色
一

淡 青 色 の 石 英 安 山 岩質〜安 山 岩質溶 岩、火 山 角礫岩、凝 灰 角礫 岩 記火 山 礫凝 灰 岩 を

主 体 と し、細 粒 〜粗 粒凝 灰 岩の 互 層が夾 在。溶 岩は 水 冷 自破砕様構造 を 呈 し 、明 緑 色 の マ ト

　リ ッ ク ス に 、石 英斑 晶 を 多 く含む 大 小様 々 の 溶岩片を 含 有。岩相 の 垂 直 ・側方 変化が 微 しく、
1 上 位 層 ほ ど ま た、酉 方へ行 くほ ど、粗粒 。火砕 岩 類 の 礫 は 角 閃 石 安 山岩、玲岩、石 英 安 山 岩

障 ど ・瀞 ｝的 に 弱 い 片 勘 ヨ発達・下 位 層 とは 整 合・

寺凝

　 灰
ノ 山
　 石

沢層

150m
明 神 峠〜
三 国 峠問

の 林 道

淡 緑 色 の 安 山 岩質〜石 英 安 山 岩質細 粒〜粗 粒凝 灰 岩互 層 を 主 体 と し、時 に 火 山 礫 凝 灰 岩
〜

凝

灰 角礫 岩 を 夾 在。互 層の 間 隔 は 5 〜10  か ら最 大 50cm ま で 。互 層中に は 級化構 造が よ く発達。
弱 い 片 理 が 発 達 。 下 位 層 と は 整 合 。

玄

　
倉

　
累
　

層

権 角

畿
鵠

350m
三 ノ 沢

　 　 下 流

玄 武 岩質 溶 岩 お よ び 同質 火 砕 岩 類 が 主 体 。溶岩 は 均 質 ・堅硬 で
一

部 に は ア ミ グ ダ ル が 発 達。
一

部 は 自破 砕 状 。火 山 岩 類 は 暗 緑 色 細 粒 凝 灰岩
〜

火 山 礫凝 灰 岩 で
一

般 に マ ト リ γク ス 中 に 緑

れ ん 石 化 した 黄 緑 色 の 紡 鐘形 ま た は レ ノ ズ 状玄 武 岩 礫を 含 有。片 埋 は 全 般 的 に よ く発 達 。下

位層 とは 整合 。

棚 凝

　 灰

　 岩
沢 層

200m

　 以 上

日向沢

　 上 流

安山 岩 質
〜

玄 武 岩 質 の 細 粒〜
粗 粒 凝 灰 岩 の 互 層 を 主 体 と し、時 に 黒 色 の 泥 質 凝 灰 岩、灰 色 の

安山 岩 質凝 灰 岩 を 夾 在。凝 灰 岩 は 時 に 自形 斜 長 石 を 多 吐に 含 有。全 般 に 片 理 が よ く発 達 し、
剥 離 性 弱 。下 限 は 石 英 閃 緑 岩 体 に 切 ら れ て 不 明。　　　’

＊ 　 津 屋 （1942＞ は 、本層 の 下 部に 石 英安 山 岩質 凝 灰 岩 、軽石 砂 層 よ りな る 特微的 な 薄 層 を 認 め 、こ れ を 柳 島 層 と し て い る

　　が、松 島 ・今 永 （1963） は 、柳 島 層 は 駿 河 礫 層 の 上 位 に 位 置す る とみ て い る 。

＊ ＊　 南部地域 で は 不 老 山 玄 武 岩 層 と した もの で あ る が （丹 沢 団 研 グ ル
ー7

　　　と は や や 異 な らて い る た め 、表 記 の 部 層名 と し た 。

1975）、本地 域 で は そ の 岩 質、岩 柑 と もに そ れ

　 3．平 山 累層

　浅 瀬火山礫凝 灰 岩部層 （層厚）1，000　m ，（模式地 ）

須川支流奥 ノ 沢上流， （層相）暗緑色の 玄武岩質火山 礫

凝灰 岩〜粗粒 凝灰岩を主 体と し，同質溶岩，軽石質凝

灰岩 ， 泥質凝 灰岩を夾 在す る．火山礫凝 灰岩 は
， 青緑

色の マ ト リ ッ ク ス 中に ，径 2．〜 3cmの 淘汰 の 良 い 暗赤

色，青 色，黒 色 の 玄 武岩〜安 山 岩岩片 を 含 む ．細粒凝

灰岩 は 成層構造 が 顕著．上部 の 凝灰角礫岩中 に は ，花

崗岩質 の 異質礫 を 含 む こ ≧があ る．（層序関係）下位層

とは 整合．
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　不老山火山角礫 岩部層
唯 4

（層厚）1，000m 以下，（模式

地）白倉沢上 流，（層相 ）下部 で は 玄武岩質 〜安山岩質

溶岩 ， 火山角礫岩 ， 凝灰角礫岩を 主体 と し ， 火山礫凝

灰岩を夾在す る．溶岩 は
一

般 に 自破砕状構造を 示 し，

斜長石 お よ び輝石 の 結晶片 に 富 む暗緑 色 の マ ト リ ッ ク

ス 中 に ，平均拳大，最大径 50   の 斑状玄武岩〜安 山岩

の 亜 円 礫 を 含 む ．礫 に は ア ミ グ ダ ル の 発達 して い る も

の も多 い ．上 部 で は 安 山岩質溶岩 お よ び 同質 火山礫凝

灰岩
一

粗粒凝灰岩を主体 と し
， や や泥質 の 細粒凝 灰 岩

と珪質凝灰岩の 互層が夾在する．溶岩は 均質塊状．細

粒凝灰岩 に は しば し ば成層構造が 発達す る．と ぎに 石

英安山岩質凝灰岩 や 石灰岩 レ ン ズ を と も な う，（層序関

係）下位層 とは整合．

　白倉沢 凝 灰 岩部層 （層厚）1，000m 以上 ，（模式地）

白倉沢下流 ， （層相）．安山岩質細粒〜
粗粒凝灰岩お よ び

そ の 互層を 主体 と し，しば し ば泥質〜砂質 とな る．石

英安 山岩質 の 白色粗粒凝灰 岩〜火山礫凝灰岩が しば し

ば夾在す る．安 山岩質凝 灰岩 は 明〜暗緑色 を 呈 し，葉

理 や 級化構造が よ く発達 し て い る，泥質部 に は 貝化石

を産す る こ とが ある．また ，

…
部 に は ， 斜長石斑晶 に

富 む黒色安 山岩岩片を多 く含む凝 灰角礫岩〜火山礫凝

灰岩もあ り，安山岩 の 自破砕溶岩 に 移行す る．（層序関

係）下位層 と は 断層関係．

　 4 ．足柄層群

　（層厚）500m 以上，（模式地）山市場以南 の 河内川河

床 ， （層相 ）石英閃緑岩，火 山岩お よ び 火山砕屑岩類 の

中礫  巨礫 （亜円礫〜円礫）か らなる礫岩を主体と し ，

し ば し ぼ 砂岩を夾在す る．ときに 凝灰岩を 夾在する こ

ともある．ま た，一
部 に は ，厚 さ 15　cm ± の 炭層も数枚

夾在す る．砂岩層 か らは 貝化石 を多産．（層序関係）下

位層 とは 断層関係．

　 5．駿河礫層
＊5

　（層厚）100〜150m
， （模式地）中島 石 切場 ，生 土 （い

ぎど）の 沢 ， （層相）礫層 ， 砂層，粘土層 の 互層 か らな

る．礫種 は 丹沢層群 に 由来す る 火山岩類 が 多 く， 次 い

で 石 英閃緑岩 が 多い ．結晶片岩類 は少な い ．中礫が 多

い が ， ときに 大礫 も含む．礫層 の マ ト リ ッ ク ス は シ ル

＊ 4 丹沢 団体研究 グ ル ープ （1975） で ば 不 老 山玄武 岩層 と した もの で あ

　 る が，本地域 で は 岩質，岩 相がやや 異 なる た め ，名称を
一

部改め た ．
e5 津屋 （1942）は ，本層 ト部の 凝 灰岩 お よ び軽 石砂 層か ら なる 部分 を

　 柳 島層 とし て 独立 させ て い るが，そ の 部分 と他の 部分 の 関係 に つ い

　 て は 異 論 もあ る （松 島 ・今永，1968） の で ．本論 で は
一．・

括 した，
＊ 6 松島義 章氏 は，私 信に て ，足柄 層群の 上 部 か ら 旧 象化石 が産す る こ

　 とか ら ，同層群 が 下部洪 積世 に ま で 及 ぶ と い う貴重 な御 意見 を お 寄

　 せ ドさった．記 して謝意 を表 す る．

トお よ び 砂 で ，全体 に し ま りが悪 く，淘汰 も悪 い ，（層

序関係）下位層 とは 不 整合．

　　　　　　　　　 B ．時　代

　本地 域 に 分布す る 地層 の 時代 に つ い て 簡単 に 述 ぺ

る．

　加藤 （1910） は ，山北 町 塩沢北方の モ ロ ト沢 の 石 灰

岩転石 中 か ら LepidOCJ，clina を報告 し た．こ れ は著者

ら の 平山累層不老山 火山角礫岩層 に 夾在する もの と考

え られ る．河内川 の 左岸地域 に お い て も， HANZAWA
（1931）は数地 点 か ら Lepidocyciinaを報告 し て お り，

こ れ らも不老山層相当層の 分布地域 と考 えられ る．し

た が っ て
， 不老山層 の 時代は 中新世初 期〜中期 で あ ろ

う．し か し，こ れ 以下 の 地層 か ら は ， 時代を 指示 す る

化石 は 発見 され て い ない ．

　足柄層群 の 時代 に 関し て は ，横山 （1921） が ，貝化

石 の 研究か ら鮮新 世と し た．OTUKA （1931） も下部鮮

新世 として い る牲

　駿河礫層 に 関 して は ，従来 ， 地 形的特徴な ど か ら下

部洪積世で あろ うと考 え られ て い た （例 え ば 津屋 ，

1942） が，最近 ， 町 田 ほ か （1975）は ，テ フ ロ ク ロ ノ

ロ ジ ーの 手法に よ り，駿河礫層の堆積面 は 約 8万年 前

に形成 され た こ とを明 らか に し た．

　　　　　　　　　C ．火成岩類

　 1．噴出岩類

　棚 沢凝灰岩部層か ら白倉沢凝灰岩部層 まで の 各部層

の 代表的サ ン プ ル に つ い て ，そ の 肉眼的特徴と，鏡 下

で の 特微 を簡．単 に述べ る．

　 E −75082007（棚沢凝灰岩部層中 の 泥質凝灰岩起 源 の

結晶 片岩）　（採集地点）土 沢支 流ニ ノ 沢 の 支沢 の 標高

990　m ，（肉眼的特徴）片理 の発達 し た 灰色の 基質中 に ，

2〜 4   の 自形斜長 石 を 多数含む．部分的 に
， 長径 3

cm ± の 楕円形 の 石英が認 め られ る．剥離性は 乏し い ．

（鏡下 の 特徴）等粒状 モ ザ イ ク 組織を示す石英 を主体

と し た無色部分 と，黒霙母 お よ び 角閃石を主体 と した

有色部分 と の 細互層 か ら成 る 基質「桝 こ，、1   ± の 自形

斜長石 の 残晶 が 散在す る．と きに 石 英 の モ ザ イ ク 状集

合体か ら成る斑状変晶が認 め られ る，黒雲毋 は 0．1  

以下 の 板状 な い し葉片状 で ，Z 　一・　ma色〜緑褐 色．角閃

石 は 他形 で 篩状構造 を示す．

　 G −75081904 （権 現山 火Ll．1角礫岩部 層中 の 安 山岩溶

岩）　（採集地点）土沢支 流
…

ノ 沢中流 ， （肉眼的特微）

黒色細粒 緻密 ， 石 英 の ア ミ グ ダ ル が発達．（鏡下 の 特微 ）
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無斑晶 で 石基 は ほ ぼ一定方 向 に 配列す る針状 〜 柱状 の

0．1〜0．2mo の 斜長石 か ら成 る ピ ロ タ キ シ テ ィ ッ ク 組

織 径 1   以下 の 円
〜楕円形 の ア ミ グ ダ ル が ，と こ ろ

ど こ ろ に 発達す る．二 次鉱 物は 緑泥石 ，
ク サ ビ石，黒

雲母 （緑色，微細葉片状），
ア ミ グ ダ ル 中に は 石英 お よ

び緑泥石 が 発達．

　 F −75081804（荒井 沢火山礫凝 灰岩部層中 の 安山岩質

火山礫凝灰岩）　（採集地点）黒岩沢 の 支 沢 ， （肉眼的特

徴）均質 な暗緑 色の 基質中に ， 玉
〜 2m の 輝 石 お よ び

斜長石 の 斑晶に 富む淡黄緑色 の 安山岩岩片 を含む．基

質 と岩片 の 境界 は判然 と し な い ．（鏡 ドの 特微）岩石

片 ：暗褐色 ガ ラ ス お よ び 斜長 石 か ら 成 る 石基中 に ， 1

〜 2m ，柱状〜板状 の 斜 長石 お よ び 最大 3   の 板状

〜柱状 の 単斜輝石 の 斑 晶を 含 む斑状安 山岩，結晶片 ：

斜長石，単斜輝石．二 次鉱物 ：岩石 片中に は 緑れ ん 石 ，

ブ ド ウ 石，濁沸石，パ ン ペ リ
ー

石，緑泥石，石英．基

質中に は緑泥石 が 多 く，緑 れ ん 石 は 少 な い ．

　 B −75081505 （浅瀬 火山礫凝灰岩部層中の 粗 粒凝 灰

岩）　（採集地点）湯船 山南西 300m ，（肉眼的特徴 ）緑

灰色〜暗黄緑色 の 基質中 に 径 2 〜 6   の 黒 色岩片 を 多

数含む．ときに 径 1．5   以下 の 軽石 も認め ら れ る．（鏡

ドの 特徴）岩石片 ： ガ ラ ス 基流晶質組織な い し ガ ラ ス

質組織の 石基中 に 斜 長石斑晶を含む安山岩．問粒状組

織の 石 基中 に 斜長 石 斑晶 を 含 む ，
ア ミ グ ダ ル の 発達 し

た 玄武 岩，軽石．結晶片 ：斜長石，単斜輝石を主 とし，

少量 の 角閃石 を と も な う。二 次鉱物 ：緑れ ん 石，ブ ド

ウ石，緑泥石 ，

パ ン ペ リー石 ．

　 G −75081407 （不老 山火山角礫岩部層 中 の 玄武 岩溶

岩）　（採集地点）生土 の 沢中流 ， （肉眼的特徴）暗灰緑

色，粗粒，緻密． 3   以下 の 斜長石 の 短柱状斑 晶 に 加

え て 輝石 の メ ガ ク リ ス ト （最大 1cm ）を 含む．（鏡下 の

特徴）石 基 ：0．2   ± の 柱状斜長石 と， 02   ± の 粒状

〜短柱状輝 石 か ら な る 間粒 状組織 斑晶 ： 2   以 トの

板状〜柱状 で 累帯構造 の 顕著な斜長 石
，

1〜 2   の 短

柱状単斜輝石．二 次鉱物 ：緑泥石，方 解石 ， 黄緑 色粘

土鉱 物， 石英．

　 F −・75081510 （白倉沢凝灰岩部層中 の 火山礫凝灰岩）

（採 集 地 点 ） 峰坂沢 上 流，（肉眼的特徴）径 1   以下 の

黒 色
〜暗灰色の 丸味を帯 び た 火山礫を 主体 と し

，
と き

に ， 最大径 2   の 丸 い 軽石を含む．（鏡下 の 特徴 ）岩 石

片 ：ガ ラ ス 基流晶質組 織 の 石基中 に 斜長石斑晶を含む

安 山岩，填問状組織 の 石 基中に ， 斜長石 お よ び普通輝

石 の 斑晶 を 含む 玄武岩．結晶片 ：斜長石 ， 単斜輝石 ，

二 次鉱物 ：濁 沸石 ，曹長石 ，
ブ ドウ 石 ．

　 2 ．迸 入 岩 類

　本地域 に は ， 北西部 に 分布す る石 英閃緑岩 を 除 くと，

迸i入岩類 の 規模 は 小 さ く，数 も
一一一

般 に 少な い ．

　粗粒玄武岩類 　本調査地 域 の す べ て の 層準 に 岩脈お

よ び岩体 と し て迸入 し て い る が，と くに ，白倉沢層や

棚 沢層 な どの 細粒凝灰岩を主 と した 地層中に 多い ．黒

色
〜暗緑色細粒で 斑晶 の 目立 た な い もの と， 灰縁色粗

粒 で ， 2 〜 3m の 輝石斑晶 の 顕著 なもの があ る．

　石 英閃緑岩　土 沢 支流 の 日 向沢〜四 ノ 沢上 流，
一

の

沢
〜ニ ノ 沢上流 に ，ほ ぼ NEE − SWW 方向 に 伸び て

比較的規模 の 大 きな 岩体 が 分布す る．斜長石，角閃石，

輝石 を主 とし，少量 の 石英を ともな う中粒優黒質石英

閃緑岩で，滝田 （1974） の 熊木沢型水 の 木岩 体 と
一

致

す る．三 ノ 沢以東で は ， 周囲 の 結晶 片岩類 の 構造 に ほ

ぼ調和的に 迸入 して い る が ， 三 ノ 沢以西 で は ， こ れ を

切 っ て い る．

　 ピ ン 岩類 　塩沢上 流 お よ び四 ノ 沢下流 に 分布す る の

み で あ る が
，

こ れ は ，前回 調査地域 で，世附川石英閃

緑岩 ・ヒ ン 岩複合岩体群 と し た もの の
一部 と考 え られ

る．た だ し，本地域 の もの は 石英閃緑岩相 を と も な わ

ない ．白色〜青灰色 の ガ ラ ス 質 石 基中 に 数   の 石英斑

晶を含 み ，黄鉄鉱 に よ る 鉱染や
“

ヤ ケ
tt

を と もな っ て

い る．

　　 　　　　　　　D ．堆積構造

　本地域 の 棚 沢凝 灰岩層〜白倉沢凝灰岩層中に は，し

ば し ば明瞭な堆積構造が み られ る．最 も多く観察 され

る もの は 級化構造で，厚 さ数 
〜10cm の 細粒〜粗粒凝

灰岩あ る い は 砂質凝灰岩中 に 発達す る．そ の 他， 斜交

葉 理 ，cut 　and 　fill　structure な ども時 々 見 られ る ．第

4 図 に
， 白倉沢層 に 見 られ る堆積構造 の ス ケ ッ チ を 示

し た，ま た，第 5 図 に
，

こ れ ら の 堆積構造 の 観察され

た 地点 を示 した ．

　 こ れ らの 堆積構造 の 観察か ら地層 の 上 下 を判定 し，

本地域の か な りの 部分で 地層が逆転し て い る の を知る

こ とが で きた．

　　　　　　　　　 E ．断　層

　本地域 に は ，地層 の 分布状況や堆積構造 か ら， 以 F
に 述 べ る よ うな断層 が 推定 さ れ て い る ．

　 1．不老山 よ り塩沢付近 に の び る NW − SE 方

　　　向の 正 断層

　前回調査地域 で 悪沢断層 とした もの の 南方延長 で ，

こ の 断層 の 西側 で ぱ，地層は 逆転北傾斜を 示 し，東側

で は 正 常 で 南傾斜 を 示 す ．木 地 域 で は 断層 面 を 直接観
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第 4 図　白倉沢層中 に み られ る堆積構造

察 で きる地 点 は な い が
， 塩 沢 か ら 北 に 入 る 沢 の 標高

480m 付近 で
， 幅約 70　m に わ た っ て 著 しい

”

ヤ ケ
”

と

黄鉄鉱 に よ る鉱染が認 め られ る の で ，お そ ら くこ の 付

近 を 通 る の で あ ろ う．

　 2， 日向沢 下 流 か ら三 ノ 沢下流 に の び る NEE

　　　
− SWW 方向 の 正 断層

　 日向沢，四 ノ 沢 ， 三 ノ 沢で は，荒井沢層 が 権現山層

と直接接 し，前 回 調査地域で 両 層間 に 存在 し た タ マ 沢

層 ， 寺 の 沢層を欠如す る こ とか ら ， 両層間 に 断層 を推

定 し た．こ れを NEE 方向 に 延長す る と，前回 調査 地

域 で ，世附川本谷 の 東電 ダ ム の 下流約 250m を切る 断

層 に 連続す る もの と考え られ る．

　 3．白倉沢層分布域 の 北限 を 画 す る E −−W 方向

　　　 の 正 断層

　白倉沢層は，キ ワ ダ沢 で は 荒井 沢層と，奥山沢〜湯

船 沢 で は 浅瀬層 と， 湯船沢支流〜白倉沢〜峰坂沢 で は

不 老山層 とそれぞ れ接 し て い る こ と， 白倉沢層 は，そ

の 分布域 の 北縁 で 著し く急傾斜 と な り，一
部 は 逆転す

る こ とか ら，そ こ に 断層を 推定 し た．そ の 落差 は 西方

ほ ど大で あ る．

第 5 図

　 　 　 　 ノ

堆 積 構 造 の 観 察 さ れ た 地 点
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　 4 ．白倉沢 層分布域 の 東限 を画 す る N − S方向

　　　 の 正 断層

　白倉沢層 は 峰坂 沢左岸 で 不老山層 と接し ， 両者 の 構

造は 不 調和 で あ る こ とか ら ， そ こ に 断層を推定 した．

峰坂 沢 の 左岸に は ， 淡灰色
〜淡青灰色を呈す る巾広 い

未固結 の 粘 土 化 帯 な い し 角礫化帯が南北 に 連 続 し，著

し い 珪化作用 を と も な っ て い る の で ， こ れ が本断層 に

相当す る の で あ ろ う．

　 5。平山累層 と足柄層群 を境す る 断層

　本地域 で は ， 平 山累層 と足柄層群が断層関係 で あ る

こ とは ，両 者 の 構造 の 著 し い 不調和 と分布 とか ら 明 ら

か で あ る が
， 以下 の 各地点で ， 実際に 両者が断層 で 接

ナる 状況 を 観察す る こ と が で ぎる ．

　塩沢 部落西方 の 沢 （第 6 図 a ） ： h ＝390m 地 点 で

は，断層面は走向 N80
“
E ， 傾 斜 55〜60

“
N で あ る．上

盤の 不 老山層は
， 帯紫 灰 色 の 含斜長石斑状安山岩質凝

灰岩 で ，約 20c皿 の 巾で 粘 土化 し て い る。ド盤 の 足柄層

群 は ， 灰緑 色 の 細礫岩で
， 断層 に 近い 幅 20   の 部分 は，

細礫岩〜粗粒砂 岩 が角礫化 し て い る．h ＝400　m 地 点

で は，断層面 は 走向 N65eE ，傾斜 65
’
N で あ る．上盤

の 不 老山層の 安 山岩質凝 灰角礫岩 は ，幅数   に わ た っ

て 粘土化 して い る の に 対 し ， 下盤 の 足柄層群 の 中礫岩

に は 破砕作用 の 形 跡が認め られ な い ． h　・＝
　410　m 　tlt点

で は ， 断層面 は 走向 N6e
“
E ，傾斜 7e

°
　N で あ る ．上盤

は 不老 山層の 玄武岩〜安 山岩質 火山角礫岩お よ び凝灰

岩，下盤 は 足柄層群 の 中礫岩で あ る．こ こ で は 上盤 は

それ ほ ど破砕され て い な い が，下盤 に は 3 〜5   幅で

灰緑色 の 粘土 を と も な う．

　金 山部落北方 （第 6図 b ） ： h ＝ 320m 地 点 で は
， 走

向N10
￥
　E ，傾斜 70

”
　S の 断層 面を有す る正 断層と，走

向 N45L
’
E で ほ ぼ垂 直 の 断 層 と が 至 近 距 離 で 観察 さ

れ，と もに 不老 山層 の 安 山岩質凝灰角礫岩ない し 火山

礫凝灰岩 と足柄層群 の 礫岩な い し シ ル ト岩が接 して い

る．前者は 幅約 50cmの 礫 ま じ りの 固結 し た 粘土 か ら な

る 破砕帯を と もない
， 上盤 の 礫岩は ほ と ん ど破砕され

て い な い の に 対 し，
一．
卜盤 の 凝灰角礫岩 は 断層 面 か ら約

2m の 範囲 で 破砕 さ れ て い る．こ の 断層 を延長す る と，

明らか に 不 老由層中 に つ っ こ む．後者 は ，破砕帯を と

もなわず，シ ル ト 岩の 層理面 に 平行な閉 じた断層 で あ

る．シ ル ト岩 の 表面 は 鏡 肌状 に な っ て い る． シ ル ト岩

は 厚 さ約 2m で ，炭化物を 爽在 し
，

そ の 下 位 に は 礫岩

が発達し て い る．安 山岩質凝 灰岩もほ とん ど破砕を う

N

一

照 ）

第 6図　平 山累層と足柄層群 を境す る断層 の 観察 され た 地 点
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けて い ない ．両 断 層 は ，断層面 の 性質が 異 な る こ とか

ら， 別系統 の 断層 と考 え られ る が ， そ の 関係 は 不 明 で

あ る。

　 金山部落北方 500m よ り北西 に 入 る沢（第 6 図 c ）：

h ＝360m 地点 で ，断層面 は 走 向 N60
°〜70

°
E ，傾斜 60

°

N で あ る ．上 盤の 不 老山層 の 青緑色含斜長石斑状玄武

岩質安 山岩 の 凝 灰角礫岩，下盤 は 足柄 層群 の や や青緑

色化 し た 亜 円礫〜亜 角礫岩 で ，下盤側 が 数c皿の 幅 で 粘

土 化 して い る．

　 山市場〜
用沢間の 河内川右岸支沢（第 6 図 d ）： h ＝

340m 地点 で
， 断層面 は 走向 N　60tE， 傾斜 80

°
N 〜90

°

で あ る．上盤は 不 老山層 の 安山岩質火山角礫岩，下盤

は 足柄層群 の 中礫岩 で ，下 盤 側 が 幅 10c 皿 で 粘土 化 して

い る．足柄層群 の 走向は N50
’
E ， 頌斜は 80

’
N 〜9ぴで ，

断層付近 で は 厚 さ lm ぐ ら い の 安 山岩質凝灰角礫岩層

を 3 枚夾在する．

　次 の 3 地点 で は 断層面 は直接観察 で きなか っ た が
，

断層 の 推定 され る付近 の 状況 を記載 して お く．

　塩沢上流 （第 6 図 f） ： h　＝＝310〜315m 地点 で
， 幅

20〜30m の 露頭 の な い 部分を は さ ん で 上 流側 に 不老

山層の安山岩質火山角礫岩，下流側に 足柄層群 の 細礫

岩 が 分布す る，断層 の 推 定走 向 は大略 E − W で あ る．

　 用沢 （第 6 図 9 ） ：h　＝ 310　m 地点 で，幅約 1m の 露

頭欠如部分を は さ ん で 下 流側 に 足柄 層群 の 細礫岩，上

流側 に 不老 山層の安山岩質凝灰岩が分布す る．不 老山

層は ，さ ら に 約 2  m 上流 で 自破砕状溶岩 とな る．断層

の 推定走 向 は 大略 N15
”
E で ある．

　 深沢部落西方約 400m （第 6 図 e ） ：深沢 と林 道 の

交叉 す る 地点 の 約 100m 下流 の 川床で ， 約 20　m の 露頭

欠如部分 を は さん で ， 上 流側に 不 老山層の 安山岩質溶

岩 ， 下流側 に 足柄層群の 凝灰質砂岩 を は さむ礫岩 が分

布す る．後者 の 走 向 ltN 　IO
‘
W ， 傾斜は ほ ぼ垂直 で あ

る．一
方，同沢左岸の 林道 で は ， 同 地 点 よ り さ ら に 約

20m 下流側 の と こ ろ で
， 不老山 層 の 細粒 凝灰岩 と， ほ

とん ど安 山岩 の 亜 円礫 （平均径 10　cm ，最大 70  ） の

み か ら成 る 足柄層群 の 　岩 とが 道路を 隔て て 分布 し て

い る．したが っ て ， 断層面 の 推定走向は 大略 EW ，傾

斜 は 40〜50
°
N で あ る．

　　　　　　　　　　 F ．褶 曲

　II章 で す で に 述 べ た よ うに ，白倉沢層 は
，

三 方を 断

層で 囲 まれ ，全体と し て 向斜構造をなす．そ の 軸は，

湯船沢 の 標高 510m 付近 か ら白倉沢 の 標 高 500　m 付近

に か け て NWW − SEE 方向 に 延 び る．向料 の 北翼は

60
り〜80りS の急傾斜を示 し，断層 の 近傍 で は 逆転 し て

北傾斜 と な っ て い る．南翼は 40
°
前後 で あ る が，大部分

は駿 河礫層 に お お わ れ て，全体 の 状況 は 明ら か で な い ，

　　　　　　　　　　G ．片理

　本地 域 で は ， 日向沢〜一
ノ 沢 に か け て 分 布す る 棚沢

層．
一荒井沢層下部 に 片理 が 発達 し て い る．い ずれ も層

理 面 に 平行 な片理 で，走向は N70 °〜8（｝
°
　E ，傾斜 は 50

°

〜8ぴ N で あ る．日向沢〜三 ノ 沢間で は，北側 に 分布す

る 石英閃緑岩体 の 南縁 に調和的 で あ る が ，
一

ノ 沢，ニ

ノ 沢の 上 流 で は そ れ に 切ら れ て い る．

VI．問題 点 と考察

　 A ．白倉沢凝灰岩部層の 層序的位置 と構造 に つ

　 　 　 い て

　白倉沢層は 三 方を断層 で 切 られ て い る た め，他 の 累

層 との 層序関係 は 不 明 で ある が ，m − A で 述べ た よ う

な理由 か ら，本地域で は 平 山累層 の 上位 に 位置す る と

考 え られ る． し か し な が ら ，
こ れ に 相当す る地 層 は ，

河内川 の 左岸地域〜皆瀬川流域 に は 分布しな い こ とが

山 田 （1974）に よ り明 らか に され て い る．し た が っ て ，

本層 が 丹 沢山地 の東部ある い は 北部 の どの 層準 に 対比

され る もの か は 現在不 明で あ る．岩相 の 類似性 か ら 強

い て 対比 を試 み る と， 本層は 北部地域 の 秋 山累層の小

篠凝灰岩部 層 （丹沢団体研究 グ ル
ープ

， 1973） に ，東

部地域 で の 大 山亜層群上部 の 唐沢凝 灰岩層 （MIKAMI ，
1961） に対比 され る で あろ う．

　ま た，白倉沢層 が 三 方 を断層 で 囲 まれ ，全体 と し て

向斜構造 を示 す と い う こ と は，丹沢 山地 の 北部地域に

お い て
， 小篠累層が 田 中川上流〜九鬼 山地 域 で 四方を

断 層 で 囲 ま れ，全体 と して 向磯構造を示す （丹沢団体

研究 グ ル
ープ，ユ973） の と 類似 して 興 味あ る 現象で あ

る．さ ら に ，向斜溝造 は 示 さ な い が，四方を 断層 で 囲

まれ，周開か ら相対的に 陥没 して い る ブ ロ ッ ク は，東

部地域 の 布川 〜唐沢川上 流 （MIKAM ！，1961）や ，東北

部地 域の 道志川〜神 ノ 川間 （島津ほ か ， 1971） に も認

め られ る． こ れ らの 現 象は ，お そ ら く丹沢山地 の 隆起

に ともな う
一

種 の 陥没構造 で あ ろ うが
， そ の 意義 に つ

い て は今後の 課題 とした い 。

　B．平 山累層と足柄層群 を境する断層 に つ い て

　本断層の 存在を認め て 予想 した の は 加藤 （1910） で

あ る．彼 は
， 足柄 層群 が山市場 付近 の 神繩帯 （御坂層

上部層） と接す る と こ ろ で，北 へ 深 く入 り こ む こ と，
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そ の 傾斜 が 著 し く急に な る こ とか ら ， 両者 の 間 に 断層

を考え ，
こ れを 「神繩衝上 断層」 と名付け た．

　そ の 後，松 島 。今永 （1968）は ，「神繩衝一ヒ断層」 を

東西 に 追跡 し，多くの 露頭 で 断層面 の 走 向 ， 傾斜 を 測

定 し た が ， そ の 結果，一般 に 傾斜は 45
°
以 上で あ る こ と

か ら，こ れ を 「神繩逆断層」 と改 め た ．

　また，最近，町田 ほ か （1975） は ， 神繩逆断層 の 西

端 が 二 本 に 分岐 し，その い ず れ もが，わ が国で は A ク

ラ ス の 活動度を持つ 活断層で あ る こ と， 両 断層 とも大

部分，断層面 は ほ と ん ど垂直で あ り，水平変位量 が 検

出 さ れ る 地点は 見出され な い こ と な ど を 明 ら か に し

た．

　 こ れ ら の 研究 を 通 じて ，神繩逆 断層は ， 御坂層群 と

足柄層群を境す る
一一

本 の 連続 した 断層 で あ り，丹沢山

地 の 著 し い 隆起に よ り，御坂層群 の 分布地域が足柄層 ．

群分布地域 に の しあげ た 結果形成 さ れ た もの で あ る と

い うの が
一

般的通念 とな っ て い る．ま た，最近で は ，

プ レ ー
ト ・ テ ク ト ニ ク ス の 観点 か ら，フ ィ リ ピ ン 海 プ

レ ートが ア ジ ア プ レ ー
ト の ドに もくつ 込 ん で い る そ の

境 界 を 示 す も の と い う考 え も出 さ れ て い る （杉村，

1972）．

　著者ら も，ll卜 E − 5 に 記載し た よ うに ，い くっ か

の 地点 で こ の 断層を観察し た，し か し なが ら，そ の 結

果， こ れ らの 地点 を結 ん で
一

本の連続 した 断層 とみ な

す こ と に 対 し て 疑 問 を 抱 くに 至 っ た ．

　す なわ ち，第一・e＝ ，河内川 に 沿 っ て 北 へ 張 り出 した

部 分 で は ， 右岸側 も左岸側もほ ぼ垂直 もしくは 高角 の

逆断層 で あ る こ とか ら ， それ らが一本 の 連続 し た 断層

とすれ ば，河内川 を境 とし て 鋭角的 に 折れ まが っ て い

る こ と に な り ， 形態的 に 極 め て 不 自然 で あ る．

　第二 に ，運動方向か ら み て も，河内川 の 右岸側で は ，

松 島 ・今永 （1968）が述べ て い る よ うに ，NW か ら SE

方向 へ 向か う突 ぎ上げ と考 え られ る の に対 し
，

左 岸側

で は NE か ら SW 方 向 へ 向 か う突 ぎ上げと な り， 両老

は
一
致 し な い ．

　 第三 に，第 6図 b 地点 で は ，同 じ平 山累層と 足柄層

群 を 境す る 断 層 に ， 性格 の 異 な る 二 系統 の もの が観察

され，そ の う ち の
一方は，平山累層中に 延 び て い る．

　 こ れ らの こ とか ら，著者 ら は，従来
一

本 の 連続 した

断層と考え られ て い る 神繩逆 断層 は ，い くつ か の 系統

の 異な る断層の 組合せ で あろ う と考え て い る，第 2図

の 地 質図 に は ，こ の よ うな考え に 基 づ い て ，河内川沿

い に 北へ 張 り 出 し た 部分を構成す る NE − SW 方向の

断層お よ び N − S方向 の ほ ぼ垂直 も し くは 高角の 逆断

層と，そ れ ら を切 る ほ ぼ E − W 方向の 低角の 逆断層の

組合わせ とし て表現し て ある．前者 の NE − SW 方向

の 断層は，NE 方向 に 延長す る と ， 前回調査 地 域 の 小菅

沢断層 （丹 沢 団 体研究 グ ル ープ，1975） に 連な る ．し

た が っ て ，平山累層と足柄層群 を境す る 断層 の
一

部 は ，

御坂層群 をも切 る 断層で あ る可能性があ る．

　 い ずれ に せ よ， 神繩断層 の 正 しい 性格 を と ら え る に

は，「御坂層群と足柄層群の境」を追跡す る だけ で は 不

十 分で あ り，
よ り広 い 地域 の 地質構造か ら こ れ を 明 ら

か に して い く必 要があ ろ う．
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Study　of 　the “Green−tttff，’ in　the　Tanzawa，．Massif，　Centra且Japan （Part　3）

　　　Stratigraphy　and 　Geological　Structure　in　the　South−Western 　Region

REsEARcH 　GRouP 　FoR 　THE 　TANzAwA 　 REG．loN

（Abstract）

　　　　　The　geology 　of 　the　south −
western 　region 　of　the　Tanzawa 　massif 　has　remained 　unresearched 　except

the　horizons　higher　than 　the　Pliocene　series ．　After　the　writers
’
previous　 study 　on 　the　geology 　of　the

crystalhne 　schist 　region 　on 　the　Tanzawa 　massif ，　the　above 　mentioned 　area 　was 　survey6d ．

　　　　　In　this　area 　the　following　formations　are 　distributed；that　is　th母　Miocene　series （so −called 　Misaka

series ）which 　consists 　largely　of 　volcanic 　and 　pyroclastic　rocks ，　the　Pliocepe　series （the　Ashigara　group）
of　conglomerate 　and 　sandstone ，　the　Plelstocene　series （the　Yufune　formation　or　the　Suruga　gravel　bed）of

fluvial　deposit，　and 　the　Alluvium　of 　thick　volcanic 　ash 　and 　river 　bed　depQsit．

　　　　　The 　 Miocene 　 series 　 is　 divided，　 in　 ascending 　 order ，　 into　 the　 Kurokura 　 formation，　 the　 Yozuku　　　　　　　　　　　　　ロ
formation

，
　the　Hirayama 　formation　and 　the　Shirakurazawa　member ．　The 　fQrmer　three　formations　cor −

respond 　to　the　westward 『xtensions ．of　those　in　the　crystalline 　schist 　region ，　and 　they 　are 　superposed 　one

upon 　the　other 　conformabiy ．　They 　Strike　from　NE 　to　SW 　and 　dip　northward
，
　but　are 　overturned ．　The

Shirakurazawa　member 　is　distributed　only 　in　the　surveyed 　area ．　Though 　it　is　contiguous 　to　the　Yozuku

and 　the　Hirayama 　formations　with 　faults，　it　may 　be，　ludging　fr6m　its　lithofacies，　the　upper 出ost 　horizon

of　the　Miocene　series 　in　this　area ．　It　strikes　E −W 　and 　shows 　a　synclinal　structure 　as　a　who ！e．　 It　is

overturhed 　near 　the　northern 　marginal 　fault．　The　Kurokura　formation　and 　the　Iower　part　of 　the　Yozuku

fQrmation　are 　changed 　into　crystalline 　schists 　with 　beddi　ng ．
　schistosity ，

　　　　　The 　fault，　which 　separates 　the　Miocene　series 　from 　the　Pliocene　series ，　has　been　considered 　to　be

one 　continuous 　reverse 　fault　and 　was 　named 　the　Kannawa 　fault．　But　it　may 　be　a　complex 　of　two 　or 　three

systems 　of　fauit　judging　from　the　phenomena 　observed 　at　several 　very 　points　ahd 　also 　from　the　geometry
as 　a 　whole ．
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